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内部監査・SOX法対応 ̶
AI導入ソリューション

企業を取り巻くリスクの高度化・複雑化に伴い、内部監査・SOX法対応にはより高い付加価値の提供が求められ
ている一方、多くの企業が限られた人的リソースの中での価値最大化という難題にも直面しています。こうした中、
昨今のAI技術の急速な進化は、これらの課題を解き、新たな価値を生み出すドライバーとして大きな期待を集めて
います。AIをいかに活用し、ステークホルダーの期待に応えていくか─それが今、内部監査部門・SOX法対応
部門の重要なテーマとなっています。

AIを真に価値ある形で活用するには、AIが得意とする領域と、監査人こそが不可欠な領域を見極め、両者の協働（Co-Audit）
プロセスをデザインすることが出発点となります。そのためには、自社の内部監査・SOX法対応業務を棚卸し、AI技術の最新
の状況や見通しを踏まえ、どの業務をどの程度AIに任せていくか、短期・中長期の目指す姿を描くことが必要です。

「人間中心」から「エージェント中心」へと可能性が広がるAI活用のステージを念頭に置きつつ、自社の現在地と目指す姿を描き出し、その
ギャップを埋めるロードマップを策定する、そして、戦略・プロセス・人材・統制・システム・データを一体として進化させていく─AI活用は単
なるツール導入ではなく、内部監査機能・SOX法対応機能そのものの変革に他なりません。そのためには、専門的な知見を基に変革をリー
ドし、実行を支援する推進力が必要となります。

AI活用領域と人間の役割

•データ分析と異常検知
•証憑の自動検証
•標準監査手続の自動実行
•調書・報告書のドラフト
•継続的モニタリング

これらを通じて監査のスピード、カバ
レッジ、リアルタイム性が向上

•職業的懐疑心に基づく批判的検証
•重要性・リスクアペタイトの最終判断
•事業・業務特性を踏まえた文脈解釈
•倫理・職業的価値観に基づく意思決定
•ステークホルダーとの対話と信頼構築

AI活用によるCo-Auditのステージ

監査の「実行力」を拡張する

人間の役割

監査の「判断力」を発揮する
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これらを通じてステークホルダーの期待
に応え、説明責任を果たす監査を実現
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プロティビティ
について

プロティビティは、クライアントがビジネスの変革や防護、また計画された事象や予期せぬ事象に対応できるように支援するグローバルコンサルティングファームです。25か国、90を超える拠点で、
プロティビティとそのメンバーファームはクライアントに、テクノロジー、AI、データ、オペレーション、ファイナンス、法務、コンプライアンス、人材・組織、マーケティング、デジタル、リスク、内部監査の
分野において、高い専門性とお客様ごとに的確なソリューションを提供しており、組織の変革の加速、リスクへの対応、最も重要な価値の保護を実現します。
プロティビティは、2015年以来、米国フォーチューン誌の働きがいのある会社ベスト100に継続して選出され、Fortune100の80％以上、Fortune500の約80％の企業にサービスを提供しています。
また、成長著しい中小企業や、上場を目指している企業、政府機関等も支援しています。プロティビティは、Robert Half Inc.（NYSE：RHI）の100％子会社です。

プロティビティは、組織の「現在地」と「目指す姿」を踏まえ、AI技術の実装にとどまらず、AI導入戦略の
策定から、組織体制・ポリシー・プロセスの設計・見直し、文化・人材の変革から定着化支援まで、統合
的なアプローチで内部監査機能・SOX法対応機能の変革を支援します。

プロティビティの内部監査・SOX法対応 AI導入ソリューション

内部監査・SOX法対応の
Thought Leadership

プロティビティは内部監査・SOX法対応におけ
るグローバルなThought Leaderであり、テク
ニカルなQAにも適時に対応できる体制を整
えています。法令遵守やGIAS（グローバル内
部監査基準）への準拠にも十分配慮し、安心し
てAIを導入できるようサポートを行います。

最新テクノロジーを含む
幅広い領域の専門性

プロティビティには、AI導入に加え、IT統制、セ
キュリティ、データ分析、リスク・コンプライアン
スなど幅広い領域の専門家が所属していま
す。AI導入に伴うさまざまなチャレンジに対して
豊富な専門知識を有するメンバーがクライア
ントの課題解決をトータルにサポートします。

ロバートハーフとの連携による
多様なリソースニーズへの対応

プロティビティは、世界最大級の専門人材サー
ビス企業であるロバートハーフを親会社に持
ち、緊密に連携しています。内部監査・SOX法
対応に関するコンサルティングの専門性と豊
富な専門人材ネットワークにより、AI導入に関
連するリソースニーズに総合的に対応します。

なぜプロティビティが選ばれるのか

SOLUTION
01 構想策定

AI導入構想・
ロードマップ策定支援
貴社の「現在地」と「目指す姿」を見定
め、ユースケース特定・優先順位付けか
ら、PoC（概念検証）による実現性評価、
監査人の役割再定義までを行い、AIと
監査人の協働（Co-Audit）に向けた変
革ロードマップの策定を支援します。

•ユースケース特定・優先順位付け
• PoC（概念検証）・実現性評価
•導入ロードマップ策定

上記①～③の各段階を、経験豊富なメンバーがコソーシング／アウトソーシング形式で柔軟に支援します。AIを活用した内部監査・SOX法対応
業務の実現を、計画段階から実践まで貴社と協働して推進します。

SOLUTION
02 設計・構築・導入

AIエージェント設計・
構築・導入支援
監査人の判断（Human-in-the-loop）
を組み込んだAIエージェントの設計・構
築・テストから本番導入までを一気通貫
でご支援します。現場で機能するため
に必要なデータやプロセスの整備も併
せて支援します。

• AIエージェント設計・構築
•データ・プロセスの整備
•テスト・段階的導入

SOLUTION
03 定着化伴走

運用定着支援
（FDE型／ラストワンマイル）

AIを現場業務に根づかせる“ラストワン
マイル”を、FDE（Forward Deployed 
Engineer）型で伴走支援します。監査・
評価実務へのAI導入の効果検証・継
続改善と研修等によるナレッジ定着を
通じて、AI活用を持続的な運用へと定
着させます。

•効果検証・継続改善
•運用プロセスへの定着
•ナレッジ共有・内製化支援（研修含む）

AIを活用した内部監査・SOX法対応業務の遂行（コソーシング／アウトソーシング）

SOLUTION
04 リソース支援


